




1
1

1

( )
1

6
1

/ 4
6

SH60J/K 5
UH60J 2
MCH101 2( )

29.3.1













資料７－２ 
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平成 30 年５月 21 日

賀茂管内市町津波避難所の現状と今後の対策 

（賀茂地域局） 

１ 概要 

南海トラフ巨大地震等が発災した場合、賀茂地域は大津波により住民の約 25％（県平

均の 10 倍）が亡くなることが予想される。 

「住民の生命を守り、更に維持する」観点から「Ｌ２津波浸水域外の避難所確保」は

管内地震・津波対策の最重要課題の一つである。 

「津波避難所の確保」に当たり、下記①～⑥が特に重要な視点となる。 

 

○避難所運営ガイドライン（内閣府（防災担当）の避難所要件より抽出）） 

①避難者人数全員分の場所確保（津波浸水域外） 

②安全面からのハード対策（耐震性） 

③災害対策本部との連絡体制（通信手段）の確立 

④開設・運営等のソフト対策（マニュアル整備、訓練） 

⑤物資の確保（食料、飲料水、寝具） 

⑥トイレの確保・管理（災害トイレ・携帯トイレ） 

 

２ 各市町の現状と課題 

（H30.5.15 現在、単位：箇所） 

項 目 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町 

指定避難所の指定 ○ ○ × ○ ○ × 

避 難 所 数 ３２ １０ ３２ ７ ９ ２１

うち L2浸水域外

（Ａ）  
２５ １０ ２６ ７ ５ ２１

 

うち、耐震性

（Ia･Ib）有 

  （Ｂ） 

１７ １０ １７ ７ ３ １６

 

 

 

 

 

  

うち、通

信手段有 

 （Ｃ） 

１２ １０ １３ ７ １ ５

①
確
保
状
況 

②
ハ
ー
ド
対
策 

③
連
絡
体
制
の
確
立 

充足率 

（ L2 浸水域外収容

可能人数（Ｃ）/想定

避難者数） 

△ 

充足率 39% 

（3,090 人/7,840 人）

○ 

充足率 196％ 

（4,277 人/1,466 人） 

△ 

充足率 84％ 

（1,325 人/1,572 人） 

○ 

充足率 360％ 

（10,672 人/2,961 人） 

△ 

充足率 25% 

（900 人/3,505 人）

△ 

充 足 率 8 4 % 

（4,057 人/4,826 人）
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項 目 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町 

開 設 ﾏ ﾆ ｭ ｱ ﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

運 営 ﾏ ﾆ ｭ ｱ ﾙ 
△ 

一部区のみ 

△ 

 

△ 

 

△ 

 

△ 

 

△ 

 

④
ソ
フ
ト
対
策 

訓 練 実 施 状 況 

△ 

一部区のみ 

△ 

一部区のみ 

△ 

一部区のみ 

△ 

一部区のみ 

△ 

一部区のみ 

△ 

一部区のみ 

食料 

（確保済箇所数/ L2

浸 水 域 外 箇 所 数

（Ａ）） 

△ 

（8/25） 

△ 

(8/10) 

△ 

(7/26) 

○ 

(6/6) 

○ 

(5/5) 

△ 

(9/21) 

飲料水 

（確保済箇所数/ L2

浸 水 域 外 箇 所 数

（Ａ）） 

△ 

（8/25） 

○ 

(10/10) 

△ 

(1/26) 

△ 

(4/6) 

○ 

(5/5) 

△ 

(3/21) ⑤
物
資
確
保 

 

毛布等寝具 

（確保済箇所数/ L2

浸 水 域 外 箇 所 数

（Ａ）） 

△ 

（8/25） 

△ 

(8/10) 

△ 

(3/26) 

○ 

(6/6) 

○ 

(5/5) 

△ 

(2/21) 

⑥
ト
イ
レ
確
保 

トイレ（災害用等） 

（確保済箇所数/ L2

浸 水 域 外 箇 所 数

（Ａ）） 

○ 

（25/25） 

○ 

(10/10) 

○ 

(26/26) 

○ 

(6/6) 

○ 

(5/5) 

× 

 

上記課題に対する 

今後の取組み 

（市町別） 

避難所追加 

通信手段確保 

運営ﾏﾆｭｱﾙ整備 

備蓄物資確保 

運営ﾏﾆｭｱﾙ整備 

備蓄物資確保 

避難所追加 

通信手段確保 

運営ﾏﾆｭｱﾙ整備 

備蓄物資確保 

運営ﾏﾆｭｱﾙ整備 

備蓄物資確保 

避難所追加 

通信手段確保 

運営ﾏﾆｭｱﾙ整備 

避難所追加 

通信手段確保 

運営ﾏﾆｭｱﾙ整備 

（見直し） 

備蓄物資確保 

※１ 出典：賀茂管内防災ガイドブック（平成 30年４月１日現在）、地域防災計画（資料編：避難所）、第４

次地震被害想定（避難所充足状況（推計）） 

※２ ○:策定済、充足、整備・実施済 △:手続中、一部整備・実施済 ×:未指定、不足、未整備、未実施 
※３ ⑤、⑥欄は、L2浸水域外の避難所のうち、一部でも整備済みであれば、「整備済」と表記 

 

３ 今後の対応 

南海トラフ巨大地震等による大津波発生時、津波避難所の開設・運営、機能維持が迅

速かつ円滑に行えるよう、各市町の津波避難所の現状と課題を改めて確認し、「救命・

生命の維持」を重点に定め、スピード感を持って問題解決に取組む。 
 


